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妙
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華
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八
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一
」
　
は
じ
め
に

防
府
天
満
宮
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
八
巻
は
、
古
来
、
菅
丞
相
道
真
公
の
真
筆
と
す
る

（
l
）

伝
承
が
あ
り
、
慶
長
十
二
年
（
〓
ハ
〇
七
）
に
毛
利
氏
の
重
臣
佐
世
長
門
守
元
嘉
の

（2）
寄
進
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
経
巻
で
あ
る
。
本
文
は
平
安
時
代
の
院
政
初
期
の
書
写

と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
室
町
初
期
に
書
加
え
た
訓
点
及
び
哲
が
存
す
る
。
訓
点
に
は
、

朱
訓
点
と
墨
書
仮
名
と
の
二
種
が
存
し
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
鎌
倉
時
代
に
真
言
宗
小

野
流
と
天
台
宗
山
門
派
の
僧
に
よ
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
巻
第
一
の
奥
書
と
訓
点
の
読
法
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
l
こ
の
よ
う
に
同
一
経

巻
の
中
に
、
異
な
る
系
統
の
訓
点
が
併
存
す
る
こ
と
は
注
首
せ
ら
れ
る
現
象
．
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
点
と
訓
読
語
は
、
漢
文
訓
読
語
史
上
、
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
史
を
考

察
す
る
上
で
も
、
又
、
国
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
も
、
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
る
バ

本
稿
は
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
八
巻
の
訓
占
迂
つ
い
て
の
調
査
報
告
で
あ
る
。
次
l
節

の
第
二
節
の
書
誌
・
訓
点
を
小
林
芳
規
、
第
三
節
の
訓
読
と
善
に
つ
い
て
を
松
本
光

隆
が
執
筆
分
担
し
た
。

二
、
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
書
誌
と
訓
点

防
府
天
満
宮
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
は
八
巻
二
具
と
し
て
現
蔵
せ
ら
れ
る
。
巻
子
本
仕

立
で
あ
る
が
、
一
時
折
本
装
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
く
、
本
文
五
行
日
毎
に
折

目
が
残
っ
て
い
る
。
料
紙
は
楕
紙
（
斐
交
り
）
で
墨
界
を
施
し
、
こ
れ
に
一
行
十
七

字
の
本
文
を
書
写
す
る
。
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。
紙
背
は
金
銀
の
切
箔
を
散
し
て
い

る
。
表
紙
は
紺
地
に
金
泥
で
刷
毛
目
を
施
し
、
松
樹
・
梅
花
樹
を
描
き
、
下
方
に
茅

草
、
上
面
に
雲
形
を
棚
引
か
せ
、
金
銀
の
切
箔
砂
子
を
蒔
く
。
見
返
は
、
金
紙
地
で
全

面
に
蓮
華
・
蓮
実
・
蓬
莱
な
ど
の
生
え
る
蓮
池
を
地
文
と
し
て
い
る
。
図
柄
は
各
巻

に
少
異
が
あ
る
。
題
答
は
、
金
色
の
別
紙
に
「
法
華
経
巻
第
一
（
～
八
）
」
と
墨
書

す
る
。
軸
は
杉
材
で
合
せ
軸
、
軸
頭
に
八
角
形
の
水
晶
を
付
す
る
。

以
上
の
八
軸
を
桐
材
で
漆
塗
の
箱
に
納
め
、
蓋
表
に
金
泥
で
「
大
乗
妙
典
」
と
書

す
る
。
別
に
、
寄
進
状
一
巻
を
添
え
る
。

次
に
、
各
巻
の
法
量
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
巻
第
一
）
天
地
二
六
・
四
糎
、
界
高
二
〇
・
二
糎
、

八
糎
、
紙
数
二
十
紙
、
一
紙
二
十
七
行
、
一

（
巻
第
二
）
天
些
一
六
・
五
糎
、
界
高
二
〇
・
三
糎
、

二
糎
、
紙
数
二
十
三
紙
、
一
紙
二
十
七
行
、

．
（
巻
第
三
）
天
些
一
六
・
四
糎
、
界
高
二
〇
・
三
糎
、

四
糎
、
紙
数
二
十
二
紙
、
一
紙
二
十
七
行
、

（
巻
第
四
）
天
地
二
六
・
五
糎
、

二
糎
、
紙
数
十
九
紙
、

（
巻
第
五
）
天
地
二
六
二
糎
、

四
糎
、
紙
数
二
十
紙
、

（
巷
第
六
）
天
地
二
六
・
五
糎
、

三
糎
、
紙
数
二
十
紙
、

（
巻
第
七
）
天
地
二
六
・
五
糎
、

○
糎
、
紙
数
十
八
紙
、

（
巻
第
八
）
天
地
二
六
・
五
糎
、

二
糎
、
紙
数
十
六
紙
、

界
高
二
〇
・
三
糎
、

一
紙
二
十
七
行
、
一

界
高
二
〇
・
二
糎
、

一
紙
二
十
七
行
、
一

界
高
二
〇
・
二
糎
、

一
紙
二
十
七
行
、
一

界
高
二
〇
・
三
糎
、

一
紙
二
十
七
行
、
一

界
高
二
〇
・
三
糎
、

一
紙
二
十
七
行
、
一

界
幅
一
・
八
糎
、

行
十
七
字

界
幅
一
・
八
糎
、

一
行
十
七
字

界
幅
丁
八
糎
、

一
行
十
七
字

界
臨
二
・
八
糎
、

行
十
七
字

界
幅
一
・
八
握
、

行
十
七
字

界
臨
二
・
八
糎
、

行
十
七
字

界
幅
丁
八
程
、

行
十
七
字

界
臨
二
・
八
糎
、

行
十
七
字

一
紙
長
四
七
・

一
紙
長
四
八
・

一
紙
長
四
八
・

一
紙
長
四
八
・

一
紙
長
四
八
・
・

一
抵
長
四
六
・

一
紙
長
四
八
・

一
紙
長
四
八
・
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（

訓
点
及
び
道
口
の
書
入
れ
状
況
を
巻
別
に
表
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。
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外
題
は
、
題
等
を
貼
付
し
、
そ
れ
に
各
巻
共
に
、
「
法
華
経
巻
第
二
～
八
）
」
と

墨
書
す
る
。
昭
高
院
法
親
王
（
後
水
尾
天
皇
の
御
弟
）
の
添
え
状
（
後
掲
）
に
よ
れ

ば
、
こ
の
外
題
の
墨
書
は
後
水
尾
天
皇
の
定
筆
で
あ
る
と
い
う
。

内
題
は
、
各
巻
の
巻
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
左
の
よ
う
に
あ
る
。

（
巻
第
一
）
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

（
巻
第
二
）
妙
法
蓮
華
経
誓
喩
晶
第
三
　
二

（
巻
第
三
）
妙
法
蓮
華
経
薬
草
喩
晶
第
五
　
三

（
巻
第
四
）
妙
法
蓮
華
経
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
　
四

（
巻
第
五
）
妙
法
蓮
華
経
提
婆
．
達
多
晶
第
十
二
　
五

（
巻
第
六
）
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六
　
六

（
巻
第
七
）
妙
法
蓮
華
経
常
不
軽
菩
薩
晶
第
二
十
　
七

（
巻
第
八
）

尾
題
は
、

（
巻
第
こ

（
巻
第
二
）

（
巻
第
三
）

（
巻
第
四
）

（
巻
第
五
）

妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
晶
第
二
十
五

各
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
巻
寛
一

妙
法
蓮
華
経
巻
第
二

妙
法
蓮
華
経
巻
第
三

妙
法
蓮
華
経
巻
第
四

妙
法
蓮
華
経
巻
第
五

（
巻
第
六
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
六

（
巻
第
七
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
七

（
巻
第
八
）
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八

奥
書
は
、
八
巻
の
う
ち
巻
第
一
と
巻
第
七
・
巻
第
八
と
の
三
巻
に
、
左
の
よ
う
に

あ
り
、
他
の
五
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
巻
第
一
）
　
（
巻
末
墨
書
）

天
台
」
為
一
具
加
墨
点
了
同
句

古
本
云

建
長
八
－
晶
八
月
十
四
日
以
禅
忍
房
遺
日
本
於
尊
光
院
写
之
執
筆
尭
遍
四
十
歳

生
と
世
と
値
遇
修
字
　
面
ノ
上
下
注
ヲ
琴
一
書
了

写
本
云

嘉
禄
三
年
九
月
五
日
哲
了
六
ケ
日
安
貞
二
年
五
月
十
七
日
至
十
九
日
三
ケ
日
間

於
尺
迦
堂
訓
読
了
聴
究
十
余
人

嘉
禎
二
年
五
月
升
目
於
文
殊
堂
読
了
　
寛
元
三
年
八
月
廿
七
日
玄
賛
読
了

乗
心
　
　
　
井
院
円
輪
於
四
人
聴
究

應
永
廿
五
年
融
五
月
十
六
日
読
了
哲
首
尾
五
十
余
日
於
新
浄
土
寺
聴
究
五
人

．
尭
春
公
　
　
　
於
唐
院
加
点
明
尊
惣
覚
甜
十
二
夏

大
安
寺
読
師

（
以
上
一
・
筆
）

（
巻
第
七
）
　
（
巻
末
墨
書
）

奉
持
比
丘
誓
順

（
巻
第
八
）
　
（
巻
末
墨
書
）

天
神
御
筆
代
ミ
相
博
之
博
状
五
通
有
之
慈
日
房
等
ノ
也
應
永
廿
五
年
融
八
月
一
日

明
尊
短
評

こ
の
う
ち
、
本
資
料
の
訓
点
の
素
姓
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
は
、
巻
第
一
の
奥
書
で

あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
、
本
奥
書
と
し
て
、
二
種
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
系
統
の
本
の

奥
書
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
種
は
、
「
古
本
云
」
と
し
て
建
長
八
年
に
尭
遍
が
書

写
し
た
本
の
奥
書
を
移
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
種
は
、
「
写
本
云
」
と
し
て
嘉
禄

）52（



三
年
以
下
寛
元
三
年
に
至
る
「
道
口
了
」
や
「
読
了
」
等
の
奥
書
を
移
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
二
種
の
本
奥
書
の
内
容
を
検
討
す
る
。

第
一
種
の
「
古
本
云
」
と
あ
る
中
の
、
「
尭
遍
」
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
伝
法
濯
頂
師
資

（3）

相
承
血
脈
の
鎌
倉
後
期
写
本
に
よ
る
と
、
醍
醐
山
座
主
成
賢
（
二
六
「
一
二
三
こ

の
弟
子
四
傑
の
一
人
の
道
教
（
一
二
〇
〇
⊥
二
三
六
）
の
弟
子
に
「
尭
遍
卿
僧
都
」
と

ぁ
る
僧
と
見
ら
れ
る
。
又
、
尭
遍
は
、
京
都
栂
尾
の
高
山
寺
蔵
の
左
の
文
献
に
も
そ

の
名
が
見
ら
れ
る
。

○
求
聞
持
私
記
（
高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
七
三
画
1
0
号
〔
望
、
貞
享
四
年
快
存
写
本
）

（
巻
中
識
語
）
建
長
七
年
十
月
自
十
六
日
於
高
木
岩
清
水
／
以
此
次
第
修
之
十
二
月

十
日
亥
時
令
蝕
乳
／
仏
而
如
二
清
水
高
少
在
気
三
晶
悉
地
之
下
欺
／
此
本
尤
仰

信
t
と
　
金
剛
尭
遍

尚
、
．
高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
八
九
両
5
号
〔
3
0
〕
求
聞
持
私
記
の
延
宝
三
年
覚
円
写

本
に
も
、
ほ
ぼ
同
文
の
尭
適
の
奥
書
を
伝
え
て
い
る
。
建
長
七
年
二
二
五
五
）
は
、

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
奥
書
の
↓
古
本
云
」
に
あ
る
、
尭
遍
が
書
写

し
た
と
い
う
「
建
長
八
年
」
の
前
年
で
あ
る
。
更
に
、
尭
遍
は
、
高
山
寺
聖
教
類
第

二
部
7
号
の
倶
舎
論
頒
疏
の
建
久
二
年
（
二
九
こ
写
本
十
八
帖
の
奥
書
に
、
後

か
ら
加
筆
し
た
奥
書
の
中
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
巻
第
一
の
奥
書
は
次

の
よ
ケ
で
あ
る
。

建
久
二
年
八
月
十
八
日
酉
剋
許
於
神
護
寺
／
書
写
畢
　
三
校
了

〈
別
筆
）
「
偏
為
仏
法
興
僅
往
生
極
楽
也

沙
門
尭
遍
之
本
他
購
」

尭
遍
が
加
筆
し
た
年
紀
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
妙
法
蓮
華
経
の
尭
遍
と
同
一
人

と
す
れ
ば
、
建
長
八
年
に
四
十
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
十
八
歳
は
文
暦
元
年
（
一
二
三

四
）
と
な
り
、
師
の
道
教
の
入
滅
す
る
二
年
前
と
な
る
。

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
奥
書
の
「
古
本
云
」
に
あ
る
、
「
禅
忍
房
苔

本
」
の
「
禅
忍
房
」
は
、
二
両
山
寺
明
恵
上
人
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
明
信
と
見
ら
れ

る
。
禅
忍
房
の
名
は
、
高
山
寺
蔵
本
の
中
に
屡
と
見
ら
れ
る
。
「
梅
尾
説
戒
日
記
」
（
第

四
部
四
八
由
8
号
、
寛
文
九
年
写
）
　
に
は
、

自
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
二
月
中
旬
依
御
不
例
無
説
戒
事
　
自
／
二
月
晦
日
至

七
月
晦
日
両
三
度
円
通
房
勤
仕
其
後
／
相
次
禅
浄
房
勤
仕
自
同
八
月
十
五
日
上
人

（
塁
消
）

御
説
戒
／
始
時
起
衆
会
等
如
常
国
彼
著
座
衆
／
正
達
房
　
義
林
房
　
円
遺
房
　
禅

浄
房
　
法
智
房
　
／
義
渕
房
矧
剥
珂
　
（
弊
錆
の
）
．
長
円

と
あ
り
、
又
、
長
円
が
明
恵
上
人
の
教
訓
・
談
話
を
筆
録
し
た
「
却
癒
忘
記
」
（
第
一

部
2
8
0
号
、
長
円
自
筆
本
）
　
の
中
に
も
、

或
時
、
碑
忍
園
、
長
円
等
、
参
二
禅
堂
院
御
房
一
、
仰
云

な
ど
出
て
お
り
、
「
明
恵
上
人
歌
集
」
に
よ
れ
ば
「
明
信
禅
忍
房
」
と
し
て
三
加
禅
の
草

庵
で
明
恵
に
返
歌
し
て
い
る
。
更
に
「
禅
忍
坊
聖
教
目
録
」
（
第
一
部
響
号
、
鎌
倉
初

（4）

期
写
）
が
高
山
寺
経
蔵
に
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
書
写
本
も
あ
る
。

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
奥
書
の
「
古
本
云
」
に
は
、
こ
の
禅
忍
房

の
善
本
を
以
て
、
尭
遍
が
写
し
た
と
い
う
か
ら
、
尭
遍
も
高
山
寺
に
関
係
あ
る
真
言

宗
の
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
の
高
山
寺
蔵
倶
舎
論
頒
疏
が
建
久
二
年
に
明
恵
ゆ
か

り
の
神
護
寺
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
尭
遍
が
加
筆
し
た
も
の
で
、
現
に
高
山

寺
経
蔵
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
も
一
証
で
あ
る
。

次
に
、
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
本
奥
書
の
う
ち
、
第
二
種
の
「
写
本
云
」
を
見
る

と
、
安
貞
二
年
（
二
三
八
）
に
尺
迦
堂
で
聴
衆
十
余
人
に
対
し
て
訓
読
を
終
え
た

と
い
う
「
尺
迦
堂
」
は
、
天
台
宗
の
比
叡
山
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
る
。
叡
岳
要
記
（
群

書
類
従
所
収
）
　
に
よ
る
と
、

釈
迦
堂
奉
レ
安
二
置
半
金
色
釈
迦
仏
像
二
．
ヂ

と
あ
り
、
又
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
真
心
が
読
ん
だ
と
い
う
「
文
殊
堂
」
も
、

叡
岳
要
記
に
、

文
殊
堂
髭
当
。
本
尊
文
殊
普
賢
弥
勒
尋

元
弘
二
年
四
月
十
二
日
丑
剋
塊
失

と
あ
る
。
元
弘
二
年
（
二
二
三
二
）
は
嘉
禎
二
年
よ
り
九
十
六
年
後
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
る
と
、
「
写
本
云
」
の
方
は
、
天
台
宗
の
比
叡
山
で
妙
法
蓮
華
鐙
が
読
み
経
が

れ
て
い
た
本
の
奥
書
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
奥
書
の
最
後
に
あ
る
「
應
永

）62（



廿
五
年
揖
五
月
十
六
日
読
了
」
以
下
の
字
句
は
、
室
町
初
期
の
応
永
二
十
五
年
二
四

一
八
）
五
月
十
六
日
に
五
十
余
日
を
費
し
て
新
浄
土
寺
に
お
い
て
聴
衆
五
人
に
対
し

て
妙
法
蓮
華
経
が
読
ま
れ
、
そ
の
折
の
読
師
が
大
安
寺
読
師
尭
春
公
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
を
明
等
が
唐
院
で
加
点
し
た
と
あ
る
。
唐
院
は
比
叡
山
（
前
唐
院
）
並
び

に
三
井
寺
（
後
唐
院
）
に
あ
り
聖
教
法
器
を
収
め
た
建
物
で
あ
る
。
叡
岳
要
託
に

は
、
「
前
唐
院
」
が
「
浄
土
院
」
と
共
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

前
唐
院
㌍
宍
琵
覇
㌍
…
㌍
舅
監
…

浄
土
院
芸
大
芸
毒
昌
弥
陀
竿
龍

山
門
生
舎
斑
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
の
「
新
浄
土
寺
」
は
こ
の
浄
土
院
と
関

係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
「
明
尊
」
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
天
台
宗
の
僧
で
、

恐
ら
く
比
叡
山
に
係
る
者
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、
「
写
本
云
」
に
あ
る
「
尺
迦
堂
」

「
文
殊
堂
」
が
比
叡
山
の
塔
頭
で
あ
る
こ
と
に
併
せ
て
、
嘉
禄
三
年
二
二
二
七
）
、

安
貞
二
年
二
二
二
八
）
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
　
の

議
語
は
、
比
叡
山
で
妙
法
要
華
経
が
読
み
紐
が
れ
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
本
を
参
勤
し
っ
つ
、
応
永
二
十
五
年
二
四
一
八
）
以
後
に
、
同
じ
比
叡
山
で
、

天
台
宗
の
僧
明
尊
が
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
に
加
点
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
明
尊
の

奥
書
は
、
巻
第
八
に
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
應
永
二
十
五
年
融
八
月
一
日
」
の
日
付
と

明
尊
の
花
押
と
が
あ
る
か
ら
、
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
訓
点
等
の
加
点
者
は
、

明
等
で
あ
る
と
な
る
。
巻
第
一
の
「
古
本
云
」
の
奥
書
も
筆
跡
が
同
じ
と
見
ら
れ
る

か
ら
、
明
等
が
、
別
宗
派
の
真
言
宗
の
尭
遍
が
書
写
し
た
本
の
訓
点
と
そ
の
奥
書
を

も
移
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
目
を
転
じ
て
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
八
巻
の
本
文
を
見
る
に
、
「
如
是
我
聞
」

か
ら
始
ま
る
漢
文
の
本
文
そ
の
も
の
は
、
平
安
時
代
の
写
本
で
あ
る
か
ら
、
平
安
時

代
に
は
白
文
と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
哲
や
訓
点
が
加
え
ら
れ
た
の

は
、
恐
ら
く
応
永
二
十
五
年
で
あ
っ
た
の
で
ぁ
ろ
う
。
訓
点
は
、
三
種
類
が
あ
り
、

そ
の
一
は
朱
書
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
で
あ
り
、
そ
の
二
は
墨
書
の
仮
名
・
返
点
等
で
あ

り
、
そ
の
三
は
薄
墨
の
仮
名
で
あ
る
。
第
一
の
朱
書
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
と
は
、
巻

第
一
の
全
巻
と
巻
第
二
の
巻
首
に
施
さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

の
仮
名
字
体
と
ヲ
コ
ト
点
と
は
第
一
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
法
は
、

さ
た
の
い
・
ん

喜
多
院
点
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
あ
る
。
院
政
期
・
鎌
倉
時
代
の
当
時
、
こ
の
形
式

の
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
し
た
の
は
、
主
に
真
言
宗
小
野
流
の
醍
醐
寺
や
勒
修
寺
等
の
僧

で
あ
る
か
ら
、
巻
第
一
の
奥
書
の
う
ち
、
「
古
本
云
」
の
尭
遍
が
醍
醐
寺
の
道
教
の
弟

子
で
あ
り
、
高
山
寺
に
関
係
が
あ
っ
た
僧
で
あ
っ
た
の
に
照
応
す
る
。
恐
ら
く
明
尊

第
一
回
　
妙
法
蓮
華
経
の
朱
書
の
仮
名
字
体
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は
、
「
古
本
」
に
あ
っ
た
訓
点
を
朱
書
で
移
写
し
、
そ
の
奥
書
を
「
古
本
云
」
以
下
に

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
墨
書
の
仮
名
・
返
点
と
朱
句
切
で
あ
り
、
八
巻
全
巻
に
わ
た
っ
て
書
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
仮
名
字
体
は
第
二
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
字
体
は
、

第
一
の
朱
書
の
仮
名
と
同
じ
で
、
共
に
室
町
時
代
初
期
の
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
墨
書
の
仮
名
と
朱
句
切
点
は
、
巻
第
一
の
奥
書
の
最
初
に
、
「
天
台
　
為
二
累
加
墨

点
了
同
句
」
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
「
写
本
云
」
の
嘉
禄
三
年
以
下
寛
元

三
年
の
奥
書
が
天
台
宗
の
読
み
を
反
映
す
る
の
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
薄
墨
の
仮
名
は
、
第
二
の
墨
仮
名
の
訓
読
を
補
う
形
で
、
八
巻
の
各
巻
に

散
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
応
永
二
十
五
年
五
月
十
六
日
の
大
安
寺
読
師
の
尭

春
公
の
訓
読
を
記
し
た
も
の
か
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
防
府
天
満
宮
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
の
訓
点
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け

る
真
言
宗
の
訓
読
と
天
台
宗
比
叡
山
の
訓
読
と
を
同
一
巻
の
中
に
併
せ
記
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
真
言
宗
と
天
台
宗
と
は
共
に
平
安
新
興
仏
教
で
は
あ
る

が
、
宗
派
と
し
て
は
異
な
り
、
相
違
点
が
あ
り
、
そ
の
聖
教
も
訓
読
も
大
き
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
安
時
代
に
は
、
同
一
経
典
の
中
に
こ
の
二
つ
の
異
種

第
二
図
　
妙
法
蓮
華
経
の
墨
書
の
仮
名
字
体

畳
符 ン ワ ラ ヤ マ′ ナ タ サ 力 ア

て

、り
く
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ト
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の
訓
読
が
併
存
す
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
妙
法
蓬
華
経
に
二

っ
の
異
種
の
訓
読
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
時
代
が
降
る
と
は
い
え
、
注
目
せ
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

平
安
鎌
倉
時
代
の
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
に
お
い
て
、
真
言
宗
小
野
流
と
天
台
宗
比

（7）

叡
山
と
の
間
で
相
違
の
存
す
る
こ
と
は
、
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
防
府
天
満

宮
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
、
朱
書
の
真
言
宗
の
訓
読
と
、
墨
書
の
天
台
宗
の
訓

読
と
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
両
宗
派
の
訓
読
の
相
違
と
対
応
す
る
か
ど
う
か

の
具
体
的
な
検
討
は
次
項
に
述
べ
る
所
で
あ
る
。

防
府
天
満
宮
蔵
の
妙
法
蓬
華
経
の
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
語
は
、
国
語
史
上
、
鎌
倉

時
代
及
び
室
町
初
期
の
資
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
事
象
を
も
提
供
し
て
い
る
。
そ
の

l
「
　
三
を
取
上
げ
て
見
よ
う
。

セ
ハ
　
ム
　
ミ
エ
ん
コ
ト
’
　
　
　
　
ノ
　
　
’

川
学
　
得
レ
見
二
　
恒
沙
仏
一
（
巻
第
四
）

∽
有
‥
ヰ
仏
口
『
彗
ん
多
宝
二
巻
第
四
）

ト

キ

ノ

　

’

畑
詔
証
邪
偽
心
　
（
巻
第
五
）

川
は
下
二
段
活
用
の
連
体
形
の
「
ミ
ユ
ル
」
を
下
一
段
活
用
の
「
ミ
エ
ル
」
と
表
し
、

脚
は
国
語
音
の
「
イ
ヒ
」
を
「
ユ
イ
」
と
発
音
し
て
お
り
、
刷
は
漢
字
音
の
合
扮
音

「
ク
ヰ
」
を
直
音
の
「
キ
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
鎮
倉
時
代
に

な
る
と
口
頭
音
で
変
化
し
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
映
と
し
て
新
し
い
例
を
提

供
し
て
い
る
。
但
し
、
川
は
「
ミ
上
ル
」
の
誤
写
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合

に
も
そ
の
誤
写
の
生
ず
る
背
景
に
「
ミ
エ
ル
」
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

尚
、
こ
の
経
巻
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
先
ず
巷
第
八
の
奥
書
に
、
明
尊
が
記
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
文
が
天
神
菅
原
道
真
の
甜
真
筆
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が

古
く
か
ら
あ
り
、
応
永
二
十
五
年
の
時
点
で
既
．
に
代
々
相
伝
の
伝
状
が
五
通
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
伝
承
が
、
慶
長
十
二
年
二
六
〇
七
）
に
な
っ
て
防
府
天
満
宮
に
毛

利
氏
の
重
臣
佐
世
長
門
守
元
嘉
の
寄
進
す
る
こ
と
に
な
る
力
と
し
て
働
い
た
も
の
と

推
察
せ
ら
れ
る
。
応
永
二
十
五
年
か
ら
慶
長
十
二
年
ま
で
の
約
百
九
十
年
間
の
経
掟

に
つ
い
て
は
、
未
詳
で
あ
る
。
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以
下
に
、
本
経
巻
に
添
え
ら
れ
た
寄
進
状
を
掲
げ
て
お
く
。
寄
進
状
は
、
巻
子
本

で
料
紙
は
持
続
を
用
い
、
界
線
も
無
く
、
印
記
も
な
い
。
天
地
は
十
五
・
八
糎
、
紙

数
六
紙
、
一
紙
長
四
九
・
三
控
で
、
一
行
に
七
字
程
度
を
記
し
て
い
る
。
佐
世
長
門

守
書
状
一
通
、
昭
高
院
法
親
王
の
添
状
一
通
、
宗
斎
あ
て
如
斎
書
状
一
遇
、
計
三
通

を
収
め
る
。

ヽ
．
．
ノ一

此
八
嶺
聖
雨
脚
／
筆
之
由
無
比
類
至
／
貿
不
可
過
之
候
然
者
／
外
題
之
事
承
候

〔

愕
／
之
上
之
惇
何
共
曇
計
／
俵
俵
問
此
比
御
法
事
／
曙
関
参
上
之
刻
存
／
出
候
間

勅
筆
之
儀
／
内
ミ
中
人
御
同
心
候
問
／
只
今
申
出
如
斯
候
／
愚
身
是
上
随
分

之
／
思
案
と
存
計
侯
／
勿
天
神
奉
的
之
由
候
／
哉
尤
之
儀
末
代
迄
／
名
誉
之
随
一

候
／
謹
言

六
月
廿
三
日

佐
世
石
見
入
道
殿

（
花
押
）

ヽ

l

ノ二
一
昨
日
以
来
於
／
八
条
殿
論
義
共
候
て
／
昨
日
者
入
講
以
後

〔

「
大
の
酒
に
て
及
晩
　
帰
院
候
様
に
　
彼
是
此
中
に
は
　
不
得
隙
い
と
ど
無
　
音

千
万
非
所
存
候
／
（
駈
欄
）
先
日
法
花
外
題
之
／
義
非
　
哀
筆
者
／
不
可
相
應
之
旨

依
相
存
／
御
法
事
之
刻
を
幸
と
／
中
人
即
成
就
之
段
尤
／
本
望
候
北
野
之
儀
者
／

飴
無
比
類
儀
二
付
田
舎
者
／
今
は
尤
候
へ
五
百
年
後
は
／
何
と
て
成
行
も
不
知
儀

と
／
傍
と
申
候
故
公
界
説
を
其
／
値
以
次
中
上
候
つ
る
追
候
更
／
愚
意
候
微
志
こ

も
あ
ら
す
候
／
殊
去
年
肝
心
之
節
社
的
候
／
儀
候
へ
ハ
芳
以
無
余
儀
候
／
次
　
勅

書
之
事
誰
と
／
申
候
哉
事
外
之
虚
説
候
／
外
題
被
遊
様
種
と
有
之
候
間
／
真
筆
行

以
下
可
為
伺
哉
と
／
御
尋
候
時
と
女
房
奉
書
候
キ
／
被
染
　
哀
筆
候
後
者
／
新
宮

迫
参
候
間
此
度
は
／
一
切
不
及
　
勅
書
候
沙
汰
土
候
／
一
此
一
巻
ま
て
候
無
障
／

中
と
希
妙
之
儀
不
及
是
／
非
候
静
一
覧
之
後
猶
／
可
申
込
候
元
村
も
只
今
最
／
前

之
倖
語
申
届
候
　
謹
言

七
月
四
日

如
斎

口
猶
以
右
之
分
奉
／
溝
候
以
上

此
巳
前
致
杜
／
納
候
法
華
八
／
軸
之
儀
天
神
／
御
真
筆
之
由
／
昭
高
院
様
御
／

（
▼
▼
）

状
候
外
題
之
儀
／
者
被
染
　
／
震
筆
之
旨
相
／
見
尊
書
之
中
候
／
其
節
令
紛
／

失
只
今
求
得
／
候
之
問
進
献
之
候
／
彼
御
経
二
相
添
／
候
は
可
然
候
恐
ミ
／
謹

言

佐
世
長
門
守

卯
月
廿
一
日
　
了
庵
（
花
押
）

大
千
坊

延
楽
坊

中

注
（
1
）
　
本
経
巻
の
巻
第
八
の
奥
書
に
、
応
永
二
十
五
年
明
等
の
書
加
え
が
あ
り
、
「
天
神
御

．
筆
」
と
し
て
代
々
相
伝
し
た
由
の
書
状
が
五
通
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
第
二
節

参
照
。

（
2
）
　
本
経
巻
に
添
え
ら
れ
た
佐
世
長
門
守
の
寄
進
状
一
巻
に
よ
る
。
第
二
節
参
照
。
．

（
3
）
　
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
第
二
号
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
）
所
収
。

（
4
）
　
奥
田
勲
r
明
恵
遍
歴
と
夢
」
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
）
一
八
七
頁
参
照
。

（
5
）
　
群
書
類
従
巻
第
四
百
三
十
九
。

（
6
）
　
群
書
類
従
巻
第
四
百
三
十
八
。

（
7
）
　
小
林
芳
規
「
訓
読
法
の
変
遷
－
平
安
時
代
の
妙
法
蓮
華
経
の
古
点
本
を
例
と
し
て

－
」
（
r
漢
文
教
育
の
理
論
と
指
導
し
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
大
修
館
刊
、
所
収
）
。

三
、
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
書
入
善
と
訓
読
法
の
系
統

H
　
書
入
道
口
の
検
討

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
は
、
巻
第
一
と
巻
第
二
の
全
巻
、
巻
第
八
の
観
世

音
菩
薩
普
門
品
、
陀
羅
尼
晶
、
普
賢
菩
薩
勒
発
品
の
陀
羅
尼
部
分
に
墨
書
の
書
入
善

）92



が
存
し
て
い
る
。
こ
の
墨
書
書
入
善
に
は
二
筆
が
存
す
る
よ
う
で
あ
り
、
巻
第
二

巻
第
二
と
巻
第
八
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
書
入
れ
ら
れ
た
墨
書
は
や
や
太
め
の
も

の
で
、
巻
第
八
の
観
世
音
菩
薩
普
門
晶
、
陀
羅
尼
晶
、
普
賢
菩
薩
勧
発
晶
に
書
入
れ

ら
れ
て
い
る
墨
書
は
、
そ
れ
に
比
較
す
る
と
細
目
の
も
の
で
あ
る
。

巻
第
一
・
巻
第
二
に
書
入
れ
ら
れ
た
や
や
太
め
の
善
は
大
概
は
唐
窺
基
撰
の
妙
法

蓮
華
経
玄
費
の
引
用
で
あ
り
、
例
え
ば
、
巻
第
一
巻
頭
の
上
欄
に
書
入
れ
ら
れ
た

○
論
説
序
品
／
有
七
種
成
／
就
ミ
T
者
／
日
大
定
円
満
義

と
あ
る
の
は
、
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
第
一
末
の
一
部
で
あ
り
、
右
の
文
に
続
い
て
、
玄

賢
に
は

○
欲
明
序
中
具
足
七
義
。
七
義
円
満
徐
脛
無
故
。

と
し
て
以
下
に
七
種
の
成
就
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
又
、
同

じ
く
巻
第
一
に

○
充
云
為
者
使
也
被
也
（
1
6
行
上
欄
）

と
あ
る
例
が
あ
る
。
「
充
云
」
と
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
法
華
義
疏
か
ら
の
引
用
の
如

く
に
も
見
え
る
が
、
法
華
義
疏
に
は
当
該
文
は
見
当
ら
ず
、
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巷
第

二
本
に

○
殖
種
也
積
也
立
也
。
衆
通
平
去
二
音
。
五
断
一
切
疑
不
退
韓
。
常
為
諸
悌
之
所

稀
歎
。
剖
劃
倒
也
被
也
。
由
諸
菩
薩
八
地
巳
上
位
。
至
断
於
理
事
疑
義
。
煩
悩

所
知
二
疑
倶
歳
。

と
あ
る
の
に
従
っ
て
導
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ

る
。右

の
如
く
、
巻
第
二
．
巻
第
二
の
導
は
妙
法
蓮
華
経
玄
費
に
依
っ
て
書
入
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
資
料
巻
第
一
の
奥
書
に

○
寛
元
三
年
八
月
廿
七
日
到
矧
讃
了

井
院
円
輪
於
四
人
聴
衆

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
．

巻
第
八
の
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
書
入
れ
ら
れ
た
善
の
内
、
巻
第
一
・
巻
第
二
に

書
入
れ
ら
れ
た
書
の
筆
跡
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
書
入
善
に
は

○
禾
禾
ハ
大
ナ
″
墾
ナ
リ
（
三
十
一
行
上
欄
）

の
如
き
も
の
が
存
し
、
こ
れ
は
、
巻
第
一
・
巻
第
二
の
書
入
善
と
同
様
に
、

○
結
告
威
神
。
覿
楓
対
現
。
（
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
巻
第
十
末
）

か
ら
引
用
ざ
れ
た
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
出
典
の
善
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
又
、

ッ
ナ
チ
ヒ
タ
ル
’
　
ト
云

〇
二
併
　
肪
　
（
十
一
行
上
欄
）

の
如
き
書
入
善
も
、

・
〇
肪
音
有
二
府
妄
反
補
浪
反
。
玉
篇
亦
舟
也
。
側
耐
嘲
刹
脚
。
（
妙
法
蓮
華
経
玄
賛

巻
第
十
末
）

か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、

ノ

　

　

　

　

　

ノ

　

　

ハ

　

ノ

○
胎
九
尊
之
漢
語
五
字
金
五
位
也
（
四
行
上
欄
）

の
如
き
書
入
善
が
存
し
、
こ
れ
ら
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。

右
の
他
に
、
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
は
、
別
筆
の
喜
入
注
が
存
し
て
お
り
、
い
ず

れ
も
行
間
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

○
在
山
也
（
十
一
行
「
金
銀
」
右
傍
）

こ

○
右
中
有
（
十
一
行
「
瑠
璃
」
右
傍
）

○
海
中
有
（
十
一
行
「
重
棄
」
右
傍
）

リ

○
右
中
有
其
色
紅
也
（
十
一
行
「
馬
脳
」
左
傍
）

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
苔
の
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。

巻
第
八
に
は
、
陀
羅
尼
晶
と
普
賢
菩
薩
散
発
品
に
巻
第
一
・
巻
第
二
の
書
入
苔
と

は
別
筆
の
書
入
苔
が
存
す
る
。
主
と
し
て
陀
羅
尼
部
分
で
あ
り
、
陀
羅
尼
部
分
以
外

に
は
一
条
を
認
め
る
の
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、

7

ン

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

　

ノ

ニ

　

　

ノ

．

7

り

○
安
余
／
ロ
ロ
ロ
。
ハ
云
夕
此
。
ハ
云
奇
異
聞
達
註
目
安
余
等
句
四
十
三
　
句

′

‥
／
呪
是
詩
体
費
語
密
黙
治
悪
悪
日
消
散
不
可
解
秤
文
云
．

の
注
が
存
す
る
。
「
田
口
口
。
ハ
云
夕
此
。
ハ
云
奇
異
」
と
あ
る
部
分
は
、
法
華
義
琉
巻

卜

第
十
二
の
「
安
爾
」
の
注
に

○
正
法
華
云
此
云
奇
異

と
あ
り
、
こ
れ
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

○
云
所
思
（
一
三
五
行
「
旦
余
」
左
傍
）

）03（



○
云
憶
念
二
三
五
行
「
摩
祢
」
左
傍
）

な
ど
も
法
華
義
抗
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
の
注
の
「
聞

達
註
日
」
以
下
の
部
分
は
、
未
勘
で
あ
る
が
、
聞
達
著
の
法
華
経
句
解
よ
り
の
引
用

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

0
毘
沙
（
二
二
五
行
「
旦
余
」
右
傍
）

0
迦
葉
仏
（
二
三
六
「
臨
時
」
右
傍
）

右
の
如
き
注
も
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
。

以
上
、
防
府
天
満
宮
戒
妙
法
蓮
華
経
に
書
入
れ
ら
れ
た
苔
に
は
二
筆
が
認
め
ら
れ
、

一
筆
は
主
と
し
て
妙
法
蓮
華
経
玄
費
を
引
用
し
、
別
筆
は
法
華
義
疏
・
妙
法
蓮
華
経

句
解
な
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

臼
　
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
朱
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
の
異
同

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
は
、
全
八
巻
に
亘
る
墨
点
と
巻
第
一
全
巻
と
巻
第

二
の
巻
頭
よ
り
三
六
行
ま
で
に
加
え
ら
れ
た
朱
の
喜
多
院
点
と
が
存
す
る
。
朱
点
は

巻
琴
一
の
三
六
行
目
以
降
、
句
切
点
の
み
と
な
る
。
こ
の
二
種
の
訓
点
の
訓
読
法
の

異
同
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

両
者
の
異
同
は
、
例
え
ば
、
（
撃
謂
S
讃
錆
に
）

（
朱
点
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
墨
点
）

○
如
！
と
を
是
我
聞
下
へ
さ
　
　
　
　
　
○
瓢
旦
計
間
キ

。
増
淫
ご
画
数
悩
夷
　
。
甲
漏
昔
巻
ソ
復
煩
悩
」

得
l
l
己
利
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逮
二
得
己
－
利
一

な
ど
の
異
同
例
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
読
添
え
語
の
異
同
、
後
者
は
、

文
の
断
続
・
返
読
・
音
読
訓
読
な
ど
の
異
同
で
あ
る
。

右
の
如
き
朱
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
を
整
理
し
て
み
る
。

Ⅲ
　
文
の
断
続

両
者
の
間
の
文
の
断
続
に
関
す
る
異
同
は
、
左
の
如
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

タ
り
・
　
　
　
　
　
　
　
を

○
得
二
陀
羅
尼
一

し
き
　
　
の
ミ
ウ
へ
　
　
　
の
　
　
　
　
E

O
敬
一
一
価
上
及
諸
大
衆
一

（
巻
こ

一
ノ

○
華
南
羅
尼
一
（
巻
こ

シ

テ

　

　

　

ヒ

ノ

　

こ

○
散
二
彿
上
及
諸
大
衆
一
（
巻
こ

な
ど
の
如
く
、
朱
点
が
終
止
し
て
文
を
切
る
と
こ
ろ
を
、
墨
点
で
は
接
続
助
詞
「
テ
」

を
読
添
え
る
な
ど
し
て
文
を
切
ら
な
一
い
例
が
存
す
る
。
と
れ
と
は
逆
に

○
乳
宕
退
訃
輪
4
　
　
　
　
。
樽
一
パ
干
退
－
樽
ノ
法
華
（
巻
一
）

の
如
く
朱
点
で
文
を
切
ら
な
い
で
、
墨
点
で
は
文
を
切
る
と
い
う
例
も
認
め
ら
れ
る

が
、
量
的
に
は
非
常
に
少
な
く
、
朱
点
が
文
を
切
り
、
墨
点
が
文
を
続
け
る
と
い
う

異
同
が
圧
倒
的
に
多
い
。

∽
　
語
序
の
異
同

次
に
語
序
に
つ
い
て
の
異
同
を
検
討
す
る
。

に
タ
リ
手
　
　
　
　
に
　
ラ
レ
上
こ
と

○
常
烏
t
ニ
諸
悌
之
所
．
稲
歎
一

○
説
三
　
大
東
経
　
名
二
無
量
義
教
菩

保
也

下
ヒ
き

二ル
を

ノ

　

　

ル

　

　

セ

’

○
常
畢
一
諸
悌
一
之
所
二
構
欺
一
　
（
巻

こ

’
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

）l

な
り
と

薩
法
悌
所
護
念
一

下

　

　

　

　

の

な
る
を

○
演
－
説
　
経
典
微
妙
第
一
一

二

○
説
二
大
乗
繹
一
・
名
二
無
量
義
敷
菩
　
ほ

ト

薩
法
彿
所
護
－
念
一
（
巻
一
）

ヲ

　

　

　

　

　

ナ

り

○
演
二
説
　
経
典
一
微
妙
第
一
（
巻

コ
ト

L

。
餐
賢
許
数
億
牒
一
ル
を
　
。
讃
諸

ノ
菩
薩
一
，
無
数
億
萬
ナ
リ
（
巻

（
朱
点
）

下

ヒ

き

　

　

の

　

　

　

の

に

○
悌
住
二
　
王
舎
城
雪
間
堀
山
中
一

（
墨
点
）

ノ

チ

ェ

○
彿
住
二
　
王
舎
城
膏
閤
嘱
山
中
一

シ
下
テ

右
の
如
く
、
朱
点
は
比
較
的
長
く
文
を
訓
読
し
た
後
に
返
読
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し

て
墨
点
で
は
、
朱
点
の
訓
読
に
比
べ
短
く
訓
読
し
た
後
に
速
読
す
る
と
い
う
傾
向

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
語
序
の
異
同
に
は

レ

ー

ま

　

を

　

こ

と

ノ

　

を

　

　

　

　

　

ル

　

ノ

ル

コ

ト

ノ

　

7

0
又
見
二
併
子
二
空
諸
塔
廟
一
無
数
　
○
又
見
悌
子
造
　
詣
塔
廟
一
無
数
恒

に

し

て

　

　

す

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

下

恒
沙
農
高
賢
一
　
　
　
沙
シ
テ
厳
臥
ル
，
園
界
∵
巻
一
）

中

　

　

　

上

の
如
く
、
朱
点
の
方
が
短
く
訓
読
し
て
か
ら
返
読
し
た
例
も
認
め
ら
れ
る
が
、
全

体
的
に
は
、
朱
点
の
訓
読
の
方
が
長
く
訓
読
し
た
後
に
返
読
す
る
傾
向
に
あ
る
と
認



め
ら
れ
る
。

畑
　
実
詞
の
訓
の
異
同

実
詞
の
訓
の
異
同
に
は
、
左
の
如
き
例
が
認
め
ら
れ
る
。

て

　

　

　

　

　

の

　

の

ヤ
ハ
ラ
キ
ナ
ル

○
碧
鈴
和
鳴

ケ

き

　

　

　

　

と

〇
号
二
日
月
燈
明
一

な
ど
の
貼
ぎ
あ
る
。
「
為
」
字
の
訓
等
を
検
討
す
る
と
、
墨
点
の
訓
は
即
字
的
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
失
点
の
訓
は
文
意
に
従
っ
た
訓
が
付
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。

○
井
見
彼
諸
比
丘
比
丘
尼
優
姿
塞

合
也
　
　
二の

　
の
　
　
　
し
　
　
す
る
モ
ノ
を

優
婆
夷
諸
條
行
得
達
者
一

て
　
ム
カ
シ
ヨ
リ

○
未
二
　
着
　
睡
－
眠
一

以

也

す

る

を

　

　

を

〇
諸
悌
子
等
為
レ
供
二
舎
利
一

と

定

也

　

　

　

　

　

　

と

　

を

定

也

　

　

に

○
為
欲
レ
説
　
此
為
て
雷
授

て
ヲ
ホ
ス
か
　
　
レ

シ
下
ハ
ム
ト
ヤ

記定
也
　
下
へ
イ
カ
ン
ノ
コ
ト
キ
ソ

○
為
説
二
何
　
等
一

て

ブ
リ
　
　
　
　
　
　
の
　
を

〇
両
二
大
法
雨
一

を
は
　
て
　
ケ
ム
　
　
　
　
　
ト

〇
号
日
偽
∵
蕗
身
－

こ

　

　

　

ノ

ノ

○
井
見
二
彼
諸
比
丘
比
丘
尼
優
姿
塞
優

ノ

　

ノ

　

　

シ

　

ま

∵

ル

婆
夷
諸
傭
－
行
得
道
者
一
（
巻
こ

セ

。
埜
揮
睡
眠
一
（
巻
こ

ニ

　

セ

ム

カ

　

　

’

。
諸
悌
子
等
為
レ
供
一
一
舎
利
二
巻
こ

ト

ヤ

　

　

キ

下

ハ

ム

ト

マ

　

’

　

セ

ム

○
為
レ
欲
三
説
二
　
　
些
為
レ

ニ

　

　

　

ス

畢
『
ヤ
授
記
二
巻
二
）

こ

　

イ

カ

ン

シ

テ

カ

○
烏
説
三
何
l
等
一
（
巻
こ

○
雨
二
大
法
雨
一
（
巻
一
）

－
フ
シ

シ

テ

テ

サ

ム

　

　

ト

〇
号
日
為
＝
浄
身
－
（
巻
こ

○
碧
鈴
和
鳴
　
（
巻
こ

ス

ト

〇
号
二
　
日
月
燈
明
一
（
巻
こ

シ
上
ル

の
如
く
朱
点
が
訓
読
し
、
墨
点
が
音
読
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
逆
に
、

。
撞
宕
妄
山
林
∵
　
　
　
　
○
言
彗
杏
林
一
ニ
（
巻
一
）

。
、
生
乳
軋
臥
　
　
　
　
　
○
心
一
顧
ア
嘲
也
顧
也
（
巻
二
）

な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
、
朱
点
の
音
読
に
対
し
て
、
墨
点
は
訓
読
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
例
も
存
し
て
い
る
。

㈲
　
助
字
の
訓
読
法

助
字
の
訓
読
法
の
異
同
に
は
、

の
ミ
モ
ト
（
ニ
）
し
て

○
　
〔
於
〕
諸
悌
　
所

の

　

に

し

て

○
　
〔
於
〕
此
世
界

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
て

○
各
　
〔
於
〕
世
界

次
の
如
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

刷
　
音
読
・
訓
読
の
異
同

音
読
と
訓
読
と
の
訓
読
法
の
異
同
例
は
、

オ
ヨ
ヒ
き
　
　
る
に
　
か
・
．
を

○
逮
レ
得
二
己
利
一

L

 

L

　

し

て

　

　

　

を

ミ

上

き

　

　

　

を

○
歓
喜
合
掌
一
レ
心
観
　
レ
燐

を
も
て
カ
サ
レ
ル
　
　
と
　
　
と

○
賓
　
飾
　
輩
興

て

○
合
レ
掌

こ
タ
ミ
ノ
リ
　
ウ
ナ
ウ
ツ
ナ

○
悪
　
罵
撞
　
打

シ

　

　

　

’

○
逮
二
得
己
－
利
一
（
巻
一
）

シ

　

　

シ

テ

　

ェ

　

　

’

○
歓
喜
合
掌
　
二
心
観
レ
悌
　
（
巻
こ

ノ

　

　

’

モ

ナ

○
智
丁
飾
牽
輿
　
　
（
巻
二

シ
ナ

〇
合
掌
　
（
巻
一
）

る

　

　

の

　

　

　

と

　

　

　

　

と

○
復
見
下
菩
薩
身
内
手
足
〔
及
〕
妻
子

て

を

　

の

　

　

を

施
求
中
俳
智
恵
上

て

　

の

と

と

　

　

　

と

　

と

を

○
邸
一
諸
戯
笑
〔
及
〕
寝
巻
属
一

下
　
そ
し
て
　
　
　
か
（
ム
）
と

○
令
l
大
　
柴
F
間

に
　
て
　
ハ
ム
　
　
に
か
　
か
　
タ
　
ヘ
ム

0
富
以
間
レ
唯
誰
能
答
者

前
五
例
は
、
朱
点
が
不
読
の
助
字
を
、

ナ

　

　

　

こ

○
於
二
詩
体
所
一
（
巻
二

’

　

ノ

　

　

こ

〇
於
二
此
世
界
一
（
巻
こ

′

ニ

シ

チ

○
各
於
l
一
世
界
一
（
巻
こ

ん

　

　

ノ

　

　

　

　

ヒ

　

’

コ

シ

ナ

○
復
見
下
菩
薩
身
内
手
足
及
妻
子
　
施

ん

’

　

ノ

　

　

’

求
中
佑
智
恵
上
　
（
巷
二

ナ

　

ノ

　

　

　

ヒ

　

ナ

▲

　

’

〇
撃
諸
戯
笑
及
原
谷
屈
二
巻
こ

′

　

’

　

■

ハ

　

カ

ム

ト

○
令
一
丁
人
欒
r
閲
　
（
巻
二

－
ン
メ

一

l

　

’

　

●

レ

カ

　

　

　

ノ

〇
富
l
一
以
間
r
唯
謹
l
能
筈
l
者
（
巻
二

ヘ
ヰ
こ

塁
点
で
は
訓
を
充
て
て
読
ん
だ
例
で
あ
り
、

）23（

ス

レ

ト

モ

○
悪
－
罵
撞
－
打

（
巻
こ

後
二
例
は
朱
点
は
再
読
を
せ
ず
、
墨
点
が
再
読
し
た
例
で
あ
る
。
助
字
に
つ
い
て
は
、

。
我
黙
『
望
諸
華
三
　
。
我
於
諒
を
佑
二
至
）

の
如
く
失
点
で
実
詞
の
訓
を
充
て
た
例
な
ど
も
存
在
す
る
。

㈲
　
読
添
語



読
漢
語
の
異
同
は
、
朱
点
が
多
種
の
語
を
読
添
え
る
の
に
対
し
て
、
墨
点
は
何
も

読
添
え
な
い
場
合
が
多
例
を
占
め
る
。

さ

　

と

　

と

　

の

〇
校
有
二
撃
崇
撃
二
千
人
一

て
　
t
り
さ
　
　
　
C

O
退
坐
二
一
面
一

さ

こ

と

t

 

O

　

　

　

’

†

へ

さ

○
如
．
′
是
我
間

’
ミ
シ
メ
下
と
　
　
の
　
　
の

の

　

　

　

　

奮

○
悉
見
二
　
役
佑
国
界
荘
虞
一

H

．

　

　

　

　

ノ

〇
校
有
二
撃
無
撃
二
千
人
一
（
巻
こ

’

ス

　

　

ニ

○
退
坐
二
一
－
面
一
（
巻
二

タ

　

′

〇
如
レ
是
我
t
聞
　
（
巻
こ

l
T
．

′

　

ノ

　

　

′

　

　

’

○
悉
見
二
役
l
休
園
界
荘
厳
一
（
巻
一
）

も

右
の
如
く
、
失
点
が
多
様
な
読
添
え
を
す
る
の
に
対
し
て
墨
点
は
読
添
え
な
い
例
を

認
め
る
。

失
点
と
墨
点
と
の
読
漢
語
の
異
同
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

の

　

　

と

そ

も

て

○
種
種
相
貌

の

　

　

あ

り

き

0
梵
行
之
相

ブ
タ
サ
シ
ム
　
　
の
　
　
　
　
せ

○
畢
一
諸
苦
際
一

の
　
　
　
の
　
な
る
　
り
　
　
タ
　
シ
下

○
眉
間
自
宅
大
光
普
照

さ

　

　

の

の

　

　

　

な

る

を

　

　

て

て

○
如
レ
是
等
施
種
種
微
妙
　
歓
喜
無
レ

7

こ

と

厭

ノ

○
種
種
相
貌
・
（
巻
こ

ア

リ

テ

ノ

　

ナ

リ

○
梵
行
之
相
　
（
巻
こ

′

　

　

1

7

0
奉
一
諸
苦
際
一
（
巻
こ

こ
下

′

　

　

ヨ

リ

○
眉
間
自
宅
　
大
光
普
照
（
巻
こ

ヰ

　

ノ

　

　

’

　

セ

○
如
レ
是
　
等
施
　
種
種
微
妙

歓
喜
無
当
イ
匝
ト
（
巻
一
）

ニ
シ
ナ

な
ど
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
失
点
と
墨
点
と
の
訓
読
法
の
異
同
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
例
示
し
て
比

較
し
た
が
、
右
の
比
較
よ
n
ソ
、

一
、
朱
点
は
墨
点
に
比
べ
一
文
が
短
い
傾
向
に
あ
る
。

一
、
朱
点
は
墨
点
に
比
べ
比
較
的
長
く
訓
読
し
た
後
に
返
読
す
る
傾
向
が
あ
る
。

一
、
朱
点
の
訓
は
文
意
に
従
っ
た
付
訓
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
墨
点
の
訓
は

即
字
的
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

一
、
朱
点
が
訓
読
す
る
部
分
を
墨
点
は
音
読
す
る
傾
向
が
存
す
る
。

一
、
助
字
の
訓
読
で
は
、
失
点
が
不
読
と
す
る
も
の
を
墨
点
は
即
字
的
に
訓
読
し

た
り
、
朱
点
が
再
読
し
な
い
も
の
を
墨
点
が
再
読
す
る
も
の
が
あ
る
。

二
朱
点
の
多
様
な
読
添
語
に
対
し
て
墨
点
は
読
添
え
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

右
の
如
き
訓
読
法
の
異
同
の
特
徴
は
、
墨
点
に
比
べ
て
朱
点
の
訓
読
は
古
態
を
保
っ

だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
墨
点
の
訓
読
は
後
世
的
な
要
素
を
多
く
含
ん
だ
訓

読
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
下
で
は
、
朱
点
の
訓
読
と
墨
点
の
訓
読
と
の
系
統
に
つ
い
て
、
他
の
妙
法
蓮
華

経
の
訓
点
資
料
と
比
較
し
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

日
　
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
訓
点
と
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
寛
治
点
と

の
比
較

立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
は
、
巻
第
一
・
三
・
四
・
五
・
七
・
八
の
六
巻
に
白
点
が

存
し
、
そ
の
点
法
は
喜
多
院
点
で
あ
る
。
他
に
朱
点
が
存
し
て
お
り
、
一
部
墨
点
も

存
す
る
。
こ
の
日
点
は
、
興
福
寺
僧
経
朝
が
、
寛
治
元
年
・
二
年
（
一
〇
八
七
・
八
　
の

八
）
に
亘
っ
て
法
相
宗
興
福
寺
僧
赤
穂
均
照
聖
人
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
で
、
院
　
は

政
初
期
の
南
都
法
相
宗
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
八

巻
第
三
の
奥
書
を
例
示
し
て
お
く
。

（
白
書
）

「
寛
治
元
年
最
五
月
十
四
日
移
鮎
了
但
以
赤
穂
均
照
聖
人
／
訓
鮎
経
為
其
本
而

紀
要
末
撃
沙
門
経
朝
」
　
　
　
　
　
皇

「
同
二
年
正
月
之
比
以
元
興
寺
明
詮
僧
都
御
○
鮎
善
本
為
其
本
大
都
移
鮎
了
」

（
塁
蓄
）

「
墨
鮎
者
以
興
福
寺
岩
屋
聖
人
鮎
為
其
本
耳
」

右
の
如
き
奥
書
が
存
す
る
。
朱
点
に
つ
い
て
は
、
平
安
初
期
の
明
詮
の
訓
読
を
伝
え

（1）

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
立
本
寺
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
訓
点
と
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮

華
経
の
訓
点
と
の
比
較
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
比
較
の
対
象
と

す
る
の
は
、
立
本
寺
蔵
本
の
白
点
と
防
府
天
満
宮
蔵
本
の
朱
点
と
で
あ
る
。
立
本
寺

蔵
本
は
巻
第
二
が
欠
け
る
の
で
巻
第
一
に
関
し
て
比
較
す
る
と
、
両
者
は
非
常
に
良

く
一
致
す
る
。
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
状
況
ま
で
類
似
し
て
お
り
、
防
府
天
満
宮

蔵
本
の
朱
点
の
訓
読
は
南
都
法
相
宗
の
訓
読
を
出
自
と
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
よ



ぅ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
南
都
法
相
宗
で
行
わ
れ
て
い
た
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
が
何
ら

か
の
形
で
、
真
言
宗
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
項
で

検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

脚
　
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
と
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓬
華
経
朱
点
と
の

比
較

先
に
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
朱
点
は
、
南
都
法
相
宗
の
訓
読
の
系
統
と
一
致
す
る
こ

と
を
述
べ
た
が
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
の
奥
書
を
検
討
す
る
と
、
朱
点
は
真
言
宗
と
関

係
す
る
ら
し
い
事
が
想
起
さ
れ
る
の
で
、
真
言
宗
の
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
例
で
あ
る

龍
光
院
蔵
明
算
点
と
比
較
を
試
み
か
こ
と
と
す
る
。

仙
　
文
の
断
続

文
の
断
続
に
関
し
て
の
異
同
は

畑
　
実
詞
の
訓

実
詞
の
訓
の
異
同
例
に
は
次
の
如
き
も
の
が
存
す
る
。

（
防
府
天
満
宮
蔵
本
）

し

て

　

　

　

の

　

を

〇
時
二
不
退
樽
法
輪
一

タ
キ
コ
エ
テ
　
　
　
の
　
　
　
に

○
普
聞
二
無
量
世
界
一

下
ヘ
リ
　
　
　
　
　
に

〇
人
二
千
三
昧
】

（2）

（
龍
光
院
蔵
本
）

○
不
退
特
の
法
特
を
輪
し
き
（
巻
こ

○
普
く
無
量
の
世
界
に
聞
（
エ
）
た
り

（
巻
こ

〇
三
昧
（
ニ
）
〔
干
〕
入
（
リ
）
て
（
巻
こ

キ
ル
　
　
　
の
コ
ロ
モ
を

〇
両
被
二
法
服
一

ム
カ
シ
ヨ
リ

〇
末
l
一
宇
　
睡
－
眠
一

作
也
き
　
　
　
を
　
に
　
　
　
　
の
　
ミ
モ
ト
に
し
て

○
皆
為
レ
法
師
巳
於
千
万
備
　
所

を

は

き

　

　

　

と

〇
号
　
日
二
求
名
一

な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。

初
　
音
読
・
訓
読
の
異
同

て

○
結
伽
扶
生

に

〇

一

心

な
る
　
ウ
　
タ
　
　
シ
下

○
大
光
普
照

こ
ク
ミ
ノ
リ
ウ
チ
ウ
’
’

○
悪
罵
撞
打

（
キ
）
も
の
キ

○
　
〔
而
〕
法
の
服
　
を
被
ル
　
（
巻
こ

試
○
字
に
も
睡
眠
（
セ
）
不
（
シ
）
て
（
巻
こ

○
皆
法
師
と
為
（
リ
）
巳
（
リ
）
て
千
萬
の

仏
の
み
所
に
於
て
　
（
巻
こ

〇
号
て
求
名
と
日
き
（
巻
こ

重
也

○
鉄
を
結
ひ
伽
（
ネ
）
て
坐
（
シ
）
て
（
巻

二
〇
心
を
こ
こ
シ
）
て
（
巻
こ

○
大
光
の
普
（
タ
）
照
（
シ
）
た
ま
ふ
（
巻

こ
○
悪
罵
し
撞
打
す
る
を
（
巻
こ

）43（

の
如
く
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
の
文
が
短
い
場
合
も
逆
に
長
い
場
合
も
存
す
る
。
異

同
例
は
さ
ほ
ど
に
多
く
は
な
い
。

、
用
　
語
序
の
異
同

る

　

　

の

　

　

　

　

と

　

　

　

と

を

○
復
見
三
菩
薩
身
肉
手
足
及
妻
子
　
　
○
復
（
タ
）
菩
薩
を
見
（
レ
）
は
、
身
内
手

右
の
如
く
防
府
天
満
宮
蔵
本
が
音
読
に
す
る
場
合
も
訓
読
に
す
る
場
合
も
存
す
る
。

㈲
　
助
字
の
訓
読
法

助
字
の
訓
読
法
の
異
同
に
は

て
も
（
ト
ム
ん
）
を
　
　
　
　
　
　
　
を

儲
求
　
　
二
無
上
道
一

な
り
と

〇
不
」
以
好
一
レ
書

足
と
及
（
ヒ
）
妻
子
を
施
（
シ
）
て
無
上

道
を
求
む
。
（
巻
二

是
也

〇
為
を
以
（
テ
）
喜
（
ヒ
）
不
（
巻
こ

の

　

に

し

て

○
　
〔
於
〕
此
世
界

し

て

　

　

の

に

○
於
二
大
衆
中
一

へ
シ
L
r
　
　
上
ん

○
雷
レ
間

に

○
見
二
詩
体
般
捏
柴
　
者
一

L
T
モ
ノ
を

語
序
に
関
す
る
異
同
例
も
多
く
は
な
い
。
初
掲
例
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
類
型
文
に

つ
い
て
は
全
て
掲
例
の
如
く
異
同
す
る
。

し

て

の

〇
両
此
世
界

0
此
の
世
界
に
於
て
　
（
巷
こ

○
大
衆
の
中
に
（
シ
）
て
〔
於
）
（
巷
二

〇
富
に
間
（
ハ
）
む
（
巻
こ

○
詰
燐
の
殻
捏
柴
（
シ
）
た
ま
ふ
を
（
者
〕

見
き
（
巷
二

〇
両
も
此
の
世
界
（
巷
こ



な
ど
が
存
す
る
。

㈲
　
読
漢
語

両
者
の
異
同
例
の
中
で
は
、
読
添
語
の
異
同
例
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

な
り

○
皆
是
阿
茫
漠

の

　

あ

り

き

〇
八
萬
人

す
る
　
　
　
　
あ
’

○
通
達
　
大
智

ブ

タ

ナ

シ

▲

　

O

 

l

O
畢
一
議
苦
際
一

0
　
8
’
（
’
）
か
　
　
　
す
る

0
何
所
二
　
鏡
益
一

上

l

 

l

r

イ

ヒ

t

－

○
姓
頗
羅
望

て

　

の

モ

○
捨
二
王
位
一

な
ど
で
あ
る
。

0
皆
是
阿
羅
漢
な
n
ソ
き
　
（
巻
こ

〇
八
高
の
人
あ
り
（
巻
こ

○
通
達
の
大
智
あ
り
（
巻
こ

○
諸
の
苦
際
を
畠
（
サ
シ
）
め
た
ま
ふ

（
巻
こ

○
何
の
鋳
益
（
シ
）
た
ま
ふ
所
ア
ラ
ム
七

か
　
（
巻
こ

○
姓
は
頗
羅
堕
な
り
。
（
巻
こ

○
王
た
る
へ
き
位
を
捨
て
　
（
巻
こ

え
ら
れ
た
訓
点
の
点
法
が
西
基
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
寺
門
派
・
三
井
寺
関

係
の
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
　
文
の
断
続

両
者
の
訓
読
法
に
お
け
る
文
の
断
続
に
関
す
る
異
同
に
は
左
の
如
き
も
の
が
存
す

る
。

（
防
府
天
満
宮
蔵
本
）

†
カ
セ
ナ
▼
プ
リ
コ
ト
’
　
　
　
　
二

〇
委
二
政
　
太
子

ト
　
キ
　
ェ
　
　
　
　
　
ス
ん
コ
ト
’

〇
千
l
時
奉
－
事
　
経
二
於
千
歳
一

シ

ナ

ナ

　

　

　

’

○
勒
求
畢
一
此
法
一

こ
シ
ナ

○
智
恵
利
根

（
藤
原
商
家
経
）

せ

さ

　

モ

　

　

に

○
委
二
政
太
子
　
（
巻
五
）

す

る

こ

と

き

　

　

　

　

を

〇
千
時
、
奉
事
　
単
一
於
千
歳
一
（
巻

五
）

め

て

た

り

　

　

を

○
勤
求
獲
二
此
法
一
（
巻
五
）

な
り

○
智
慧
利
根
　
（
巻
五
）

以
上
比
較
を
試
み
て
来
た
が
、
異
同
例
に
つ
い
て
の
傾
向
性
は
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
い
。
両
者
の
訓
読
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
両
者
は
近
い
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
る
の
で
あ
り
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
朱
点
の
訓
読
と
龍
光
院
蔵
本
の
訓
読
と
は
、
比

較
的
近
い
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

古
来
、
真
言
宗
と
南
都
と
の
関
係
は
非
常
に
近
密
で
あ
っ
た
事
実
を
考
慮
す
れ
ば
、

防
府
天
満
宮
蔵
本
朱
点
の
法
相
宗
の
系
統
を
引
く
訓
読
と
龍
光
院
蔵
本
の
真
言
宗
の

訓
読
と
が
近
い
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈲
　
防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓬
葦
経
の
訓
点
と
五
島
美
術
館
蔵
藤
原
南
家
経
妙
法

蓮
華
経
平
安
後
期
点
と
の
比
較

防
府
天
満
宮
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
墨
点
を
五
島
美
術
館
蔵
藤
原
商
家
経
の
訓
点
と
比

較
す
る
こ
と
と
す
る
。
藤
原
商
家
経
は
、
奥
書
を
有
し
て
は
い
な
い
が
、
本
文
に
加

な
ど
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
が
文
を
切
ら
な
い
部
分
を
藤
原
南
家
経
で
は
文
を
切
る

例
は
枚
挙
に
迫
が
な
い
。
た
だ
、
侭
な
ど
の
部
分
に
例
外
が
存
し
、
右
の
異
同
と
は

逆
に
、
藤
原
商
家
経
で
文
を
切
ら
な
い
部
分
を
防
府
天
満
宮
蔵
本
で
文
を
終
止
す
る

例
が
認
め
ら
れ
る
。

）53（

下
ヘ
リ
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
’
リ
　
タ
ナ
’
　
タ
　
ラ

0
坐
二
　
於
菩
提
樹
二
余
－
来
尚
未
レ
久

ス

た

ま

ひ

て

　

　

　

　

　

に

　

よ

り

た

　

す

○
坐
二
　
於
菩
提
樹
一
命
　
来
尚
未
レ

久
。
（
巻
五
）

な
ど
が
認
め
ら
れ
る
が
、
用
例
は
少
な
い
。

用
　
語
序
の
異
同

防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
と
藤
原
商
家
経
と
の
語
序
の
異
同
例
は
、
そ
の
例
を
ほ
と

ん
ど
認
め
な
い
。
例
え
ばナ

リ

○
慣
直
三
千
大
千
世
界

ク
マ
チ
　
　
　
　
　
　
’
　
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
二
　
二

〇
且
待
二
項
史
一
自
　
首
レ
有
二
認
知

シ

ひ

る

　

　

　

　

　

　

　

に

○
慣
直
二
三
千
大
千
世
界
一
（
巻
五
）

て

　

　

く

ら

　

　

す

○
且
－
待
須
－
史
自
営
レ
有
二
謹
－
知
一

（
巻
五
）



な
ど
数
例
を
認
め
る
の
み
で
あ
る
。
一
こ
れ
ら
の
異
同
例
は
、
先
に
比
較
し
た
防
府
天

満
宮
蔵
本
の
朱
点
・
墨
点
間
の
語
序
の
異
同
例
に
比
較
す
れ
ば
、
本
文
の
解
釈
等
の

読
解
の
本
質
に
関
わ
る
異
同
例
は
認
め
難
く
、
述
部
の
訓
読
の
異
同
と
直
結
し
た
問

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
右
の
異
同
が
本
文
の
解
釈
の
本
質
的
な
異
同

か
ら
正
じ
た
異
同
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
藤
原
南
家
経
の
訓
読
と
防
府
天
満
宮
蔵
本

墨
点
の
訓
読
は
、
同
一
の
訓
読
の
系
統
上
に
存
在
す
る
と
考
え
る
事
に
矛
盾
を
提
さ

な
い
事
と
な
る
増

刷
　
実
詞
の
訓

シ
テ

○
難
行
苦
行

こ

。
富
レ
得
二
作
⊥
悌
つ

シ

な
ど
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
が
音
読
し
、

の
「
成
悌
」
の
類
例
は
他
に
多
数
が
存
し
、

を
　
　
ひ
ネ
ム
コ
ロ
に
　
　
ひ

○
難
レ
行
　
苦
　
行
（
巻
五
）

こ

と

　

を

○
雷
レ
得
レ
作
レ
悌
（
巻
五
）

藤
原
商
家
経
は
訓
読
を
し
て
い
る
。
右

「
演
説
」
・
「
出
家
」
・
「
発
心
」
等
の
如
き

こ
　
メ
ニ
　
　
　
　
ス

○
営
為
宣
説
一

二
シ

ト
リ
チ
　
タ
キ
ヽ
　
ヒ
コ
ノ
ミ
タ
サ
ノ
ミ
ヲ

○
採
二
薪
及
果
荊
一

タ
　
　
テ
　
　
　
　
し
下
ハ

○
未
　
曽
止
－
自
㌢

下

　

ス

H

．

　

ノ

○
有
二
一
賛
珠
一

カ

タ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

。
龍
女
謂
二
智
積
菩
薩
尊
者
金
利
弗
一

イ

　

タ

言

イ

ヨ

〈

　

シ

テ

○
善
根
樽
　
少

タ
シ
テ
　
　
　
　
　
シ
ヌ

○
心
安
　
具
足

ナ
る
こ
と

○
富
レ
為
二
宣
説
一
（
巻
五
）

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ミ
カ
ブ
ラ
ノ
ミ
を

○
採
二
薪
及
果
茄
一
　
（
巻
五
）

き

　

に

も

　

　

た

ま

は

○
未
二
曽
止
－
息
一
（
巻
五
）

も

た

り

　

の

　

　

を

○
有
二
一
賛
珠
一
（
巻
五
）

か
タ
ラ
（
ヒ
）
て

○
龍
女
謂
二
　
智
積
菩
薩
、
尊
者
舎
利

に
弗
二
言
（
巻
五
）

た

し

て

○
善
根
樽
少
　
（
巻
五
）

す
（
ラ
カ
）
に
し
て
　
　
　
L
A

O
心
定
　
　
　
具
足
　
（
巻
五
）

も
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
が
音
読
し
、
藤
原
南
家
経
で
は
訓
読
を
し
て
い
る
。

㈲
　
助
字
の
訓
読
法

助
字
の
訓
読
法
の
異
同
に
は
、
次
の
如
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

。
我
弊
海
中
l
一
－
　
　
　
　
　
○
我
〔
於
〕
海
左
し
て
（
巻
五
）

。
乱
∵
於
〕
単
　
　
　
　
　
○
‰
レ
臥
レ
法
に
（
巻
五
）

右
の
如
く
「
於
」
の
訓
読
法
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

㈱
　
読
添
語

読
添
語
の
異
同
の
傾
向
は
、
藤
原
南
家
経
が
、
多
様
な
語
を
読
添
え
る
部
分
に
、

防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
で
は
読
添
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
左
に
例
示
す
る
。

63

（

な
ど
異
同
例
が
認
め
ら
れ
る
。
藤
原
商
家
経
に
比
べ
て
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
の

訓
は
、
後
世
的
要
素
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。

伸
　
音
読
・
訓
読
の
異
同

音
読
・
訓
読
の
異
同
に
は
、
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

’
ウ
ル
マ
ナ

○
終
　
レ
身

○
朝
レ
無
私
レ
当

ス

　

　

ニ

○
住
二
在
虚
空
一

シ
ャ
オ
暮
こ
ノ
コ
ト

○
無
レ
謂

チ
　
　
こ
　
　
　
　
セ
ん
コ
l
r
　
　
　
　
　
シ

○
於
レ
海
教
－
化
　
其
事
如
レ
此

ト
シ
ャ
イ
ナ
ナ

0
疾
不

量
て
に
　
を

○
終
レ
身
（
巷
五
）

し
（
メ
）
さ
　
　
　
　
　
　
　
し
（
◆
）

○
令
　
レ
無
レ
所
．
．
乏
　
　
（
巻
五
）

t

り

　

　

に

○
住
二
在
虚
空
一
（
巷
五
）

ら
む
●
．
　
こ
と

0
無
レ
謂
　
（
巻
五
）

に

し

て

　

せ

る

こ

と

　

　

し

と

○
〔
於
）
海
　
教
化
　
其
事
如
し
此

（
巻
五
）

●

●

と

○
疾
不
　
（
巻
五
）

イ
タ
セ
リ
ウ
ル
コ
ト
’
　
　
　
ス
ル
コ
ト
’

○
遂
致
レ
得
二
　
成
悌
一

．

ス

　

　

　

　

’

〇
宣
二
説
妙
法
華
経
一

に

せ

り

　

こ

と

を

こ

と

　

に

○
遂
致
レ
得
レ
成
レ
悌
（
巻
五
）

へ

と

（

◆

）

き

　

　

　

を

○
宣
二
説
　
妙
法
華
経
一
（
巻
五
）

例
示
し
た
も
の
の
内
、
後
二
例
は
、
会
話
末
の
呼
応
語
「
ト
」
の
有
崇
で
あ
る
。
過

去
・
完
了
の
助
動
詞
類
や
接
続
助
詞
「
ト
」
な
ど
藤
原
南
家
径
の
方
が
古
態
を
示
し

て
い
る
．
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
．

右
の
逆
の
例
を
例
示
す
る
。



ナ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ん
「
’

○
得
一
未
曽
有
一

ノ
　
　
　
　
　
ユ
　
　
タ
ん
コ
ト
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ノ

0
無
量
衆
生
得
レ
受
二
　
道
記
一

タ

　

シ

下

7

　

　

　

　

　

’

○
南
軍
一
於
十
方
一

シ
下
へ
リ
　
　
　
ノ
　
’

0
化
コ
度
　
無
量
衆
一

前
掲
の
二
例
は
、
格
助
詞
「
ヲ
」

う

　

　

　

　

な

る

こ

と

○
得
二
未
曽
有
一
（
巻
五
）

の

　

　

ほ

0

　

こ

と

　

の

0
無
量
衆
生
得
レ
受
二
道
記
二
巻

五
）

く

’

　

　

　

　

モ

○
福
照
二
於
十
方
一
（
巻
五
）

せ

り

　

の

　

モ

○
化
二
度
無
量
衆
一
（
巻
五
）

の
有
無
で
あ
る
。
古
く
は
「
得
」
　
に
続
く
場
合
、

格
助
詞
の
「
ヲ
」
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
故
、
藤
原
商
家
経
が
古
態
を
示
し
て
い
る
。

後
二
例
は
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
有
無
で
あ
る
。

次
に
、
両
者
の
異
同
例
を
掲
げ
て
お
く
。

’

　

　

　

こ

　

’

　

　

　

′

　

’

○
在
二
虚
空
中
－
説
二
聾
聞
行
一

上

レ

ハ

　

　

　

’

○
我
見
二
　
揮
迦
如
来
一

下
へ
リ
　
　
ス
ん
コ
l
r
’

○
得
　
レ
成

ア
ナ
　
ロ
　
　
　
　
ナ
ラ
ム

○
耶
智
心
謡
曲

ェ
　
ラ
ム
　
　
　
　
　
ト

○
倶
為
二
法
師
一

二
　
　
　
　
セ
ム
（
ニ
）

○
種
種
供
養

カ
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
　
シ
テ

○
龍
女
忽
然
之
間
嬰

な
ど
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
比
較
よ
り
、

一
、
藤
原
商
家
経
の
方
が
、

て
　
　
　
　
　
の
　
に
　
き
つ
L
r
モ

○
在
l
一
虚
空
中
一
説
二
　
聾
聞

ん
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
ト
モ

（
巻
五
）

上

る

に

　

　

　

を

○
我
見
二
　
繹
迦
如
来
二
巻
五
）

た

ま

ひ

た

り

こ

と

○
得
　
レ
成
　
（
巻
五
）

に
し
て

○
耶
智
　
心
竃
－
曲
（
巻
五
）

に

へ

し

　

　

と

　

°

○
倶
為
二
法
師
一
（
巻
五
）

に

　

た

て

ま

つ

ら

む

に

○
種
種
供
養
　
　
　
（
巻
五
）

の

　

　

　

　

に

し

て

○
龍
女
忽
然
之
間
欒
　
（
巻
五
）

の

．

モ

行
一

一
文
が
短
い
傾
向
が
あ
る
。

一
、
語
序
の
異
同
例
は
少
な
く
、
文
脈
の
解
釈
の
異
同
を
原
因
と
し
な
い
。

一
、
訓
は
、
藤
原
商
家
経
が
古
態
を
有
し
て
い
る
。

一
、
藤
原
商
家
経
が
訓
読
す
る
と
こ
ろ
を
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
が
音
読
す
る

傾
向
が
あ
る
。

一
、
読
添
語
の
異
同
例
に
お
い
て
藤
原
商
家
経
の
方
が
古
態
を
示
し
て
い
る
。

な
ど
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
以
上
の
比
較
の
結
果
に
基
づ
き
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
塁

点
の
出
自
を
考
え
る
と
、
藤
原
商
家
経
と
同
源
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
墨
点
の
訓
読
は
、
天
台
宗
の
系
統
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で

あ
り
、
藤
原
商
家
経
と
の
異
同
は
、
専
ら
同
一
系
統
上
で
の
時
代
差
、
実
際
の
加
点

年
代
が
二
百
年
余
も
隔
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。囲

　
ま
と
め

以
上
、
防
府
天
満
宮
蔵
本
の
朱
点
と
墨
点
と
の
系
統
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
来

た
が
、
次
の
点
が
判
明
し
た
。

防
府
天
満
宮
蔵
本
朱
点
は
、
平
安
時
代
後
半
期
の
法
相
宗
の
訓
読
の
影
響
を
引
く

真
言
宗
の
訓
読
の
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
が
、
当
時
の
真
言
宗
の
妙

法
蓮
華
経
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
ず
べ
き
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
法
相
宗
の
訓
読
と
一
致
し
た
訓
読
が
真
言
宗
内
部
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す

る
と
、
こ
う
し
た
伝
統
の
経
緯
等
解
明
す
べ
き
問
題
点
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
墨
点
は
、
天
台
宗
の
系
統
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
世
的
要

素
を
多
く
含
み
、
応
永
年
間
当
時
の
天
台
宗
の
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
る
。
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